
1.1　東日本大震災における地震、津波による被害状況
1.2　港湾護岸等の被害想定を行う必要性について
1.3　本マニュアルの概要

 2.1　検討対象施設・範囲の選定

第３章　港湾護岸等の耐震性に関する検討

 3.1　検討条件の設定

3.1.1　対象地震動の設定 【解説A】対象地震動の設定方法 【参考１】
  

3.1.2　代表断面の設定 【解説B】代表断面の設定 【参考２】

 3.2　地震による変形量予測

3.2.1　変形量予測手法の選定 【解説C】変形量予測手法の選定 【参考３】

3.2.2　簡易手法による変形量予測 【解説D】簡易手法による変形量予測

  3.2.3　詳細予測による変形量予測 【解説E】詳細予測による変形量予測 【参考４】
    
  3.3　検討対象施設の地震変形による被害の想定 【解説F】地震変形による被害の想定 【参考５】
　　 

　モデル港湾における耐震検討に関する事例集 【参考資料】 港湾護岸等の地震・津波災害検討に係る情報集
　           　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　１．検討対象施設・範囲の選定 【参考資料－１】 施設背後の津波による浸水に関する検討

　　　２．検討条件の設定 【参考資料－２】 東日本大震災の被災状況整理

　　　３．地震による変形量予測 【参考資料－３】 老朽化の点検・調査

　　　４．簡易手法（チャート式耐震診断システム）による変形量予測 【参考資料－４】 想定される地震・津波被害に応じた緊急対応対策に関する事項

　　　５．検討対象施設の地震変形による被害の想定

資料－１

第１章　港湾護岸等の被害想定の必要性
　　　　　と本マニュアルの位置づけ

港湾護岸等の耐震性検討マニュアル

第２章　検討対象施設・範囲の選定

港湾護岸等の耐震性検討マニュアルの全体構成


